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令和６年度 岩手県農業研究センター試験研究成果書 

指導 
令和６年岩手県産水稲の生育経過の特徴と作柄・品質に影響した要因の解
析 

【要約】分げつ初期は低温寡照で生育がやや停滞したが、分げつ盛期以降は高温多照
で推移し生育も旺盛であったため、穂数は平年並～やや多くなり、㎡籾数は平年並
～上回った。また、出穂期以降も高温で推移したことで、登熟も良好となり、作況指
数は県全体で「106」の「良」となった。出穂期以降、斑点米カメムシ類の発生が平
年を上回ったため、２等以下の格付けの主な理由は着色粒となったが、うるち玄米
の１等米比率は 94.7％（令和６年 12 月 31 日現在）と前年を上回った。 

 
１ 背景とねらい 

高品質・良食味米の安定生産に向けて、当該年の生育状況について気象経過や土 
壌、病虫害等との関連について解析し、水稲生育経過と作柄・品質の成立要因を明ら
かにする。 

 
２ 内容 

⑴ 生育経過 
ア ５月下旬から６月第１半旬までの低温寡照で生育はやや停滞気味であったが、

６月第３半旬以降の高温多照で生育は促進され、７月以降も高温で推移したこ
とから、穂数は平年並～やや多くなった。 

イ ６月下旬の稲体窒素濃度はやや高く、窒素吸収量もやや多く、土壌中の窒素含
有量は平年並であった。乾土効果による土壌窒素発現は多いと見込まれたが、追
肥について「ひとめぼれ」「あきたこまち」「いわてっこ」「銀河のしずく」は幼
穂形成期に、「金色の風」は減数分裂期に、生育量に応じて窒素成分１～２kg/10a
を基本としたことで、稲体の窒素濃度は適正に維持された。 

ウ ７月以降は高温で経過したため出穂が早まり、特に、８月は最高気温が30℃を
上回る高温で推移したため成熟が促進され、成熟期も平年より早まった。 

エ 本年は収穫期に倒伏したほ場がみられた。これは、①第Ⅲ節間以下が伸長し稈
長が平年より長い、②紋枯れ病の発生程度が「やや多」である、③８月下旬及び
９月以降に強い降雨があった、という複合要因により発生したものと考えられ
るが、整粒歩合の低下程度は低く、登熟への影響は小さかった。 

 
⑵ 収量及び収量構成要素の特徴 
ア ㎡穂数、一穂籾数ともに平年並～やや多く、㎡籾数は平年並～やや多かった。

登熟期間中の高温で登熟が促進され、登熟歩合がやや高く、収量は平年を上回
り、作況指数は県全体で「106」の良となった。 

 
⑶ 玄米品質等の特徴 
ア うるち玄米の１等比率は94.7％（令和６年12月31日現在）と前年（92.8％）を、

上回り、直近10年の平均値95.5％（H26～R5）をやや下回った。２等以下に格付
けされた主な理由は、着色粒（68.5％）、形質（14.7％）、整粒不足（8.6％）で
あった（令和６年10月31日現在）。当該年は、出穂期の斑点米カメムシ類の発生
量が多く、加害による斑点米も平年よりやや多く発生したことが、着色粒の割合
が高くなった一因と推察された。 

イ 出穂後は、最高・最低気温の高い状態が継続したため、白未熟粒（乳白粒、基
部未熟粒、腹白未熟粒・背白粒を含む）の発生が平年を上回った。なお、本年は
令和５年より登熟初期の気温がやや低かったこと、稲体の栄養状態も良好に保
たれたことから、令和５年と比較して白未熟粒の発生率は少なく、整粒歩合も高
まった。 

ウ 適正施肥の実施により、玄米タンパク質含有率は平年並となった。 
 

⑷ 次年度以降の主な対策 
ア  気象変動下でも安定的な収量を確保するため、適正栽植密度・本数の確保。  
イ 登熟期間の高温が予想される場合には、生育量に基づき、適期に追肥を実施す

ることで稲体の栄養状態を適正に維持し、玄米品質を確保する。  
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３ 活用方法等 
⑴ 適用地帯又は対象者等 県内全域 農業普及員、ＪＡ営農指導員 
⑵ 期待する活用効果 水稲の生育と作柄・品質の成立要因を明らかにし今後の技 

術対策に資する 
 
４ 留意事項  

全県を対象とした解析であり、各地域の実態と異なる場合がある。 
 
５ その他 

⑴ 関連する試験研究課題 
（805-1100）水稲作況調査と作柄成立要因の解析［H14～R10/県単］ 

⑵ 参考資料及び文献等 
ア 令和６年産水稲の収穫量(東北）（令和６年12月10日 東北農政局公表） 
イ 令和６年産米の農産物検査結果(速報値）（令和６年12月31日 農林水産省公表） 

 

６ 試験成績の概要（具体的なデータ） 

データ省略 
概要は別紙「令和６年（2024 年）水稲作柄解析概略図」のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【担当】生産基盤研究部〇生産システム研究室、水田利用研究室 

県北農業研究所 作物研究室、生産環境研究部 土壌肥料研究室 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

中 旬 下 旬 

全般的に高温、下旬に低温・寡照 
９月上旬：高温、多照・少雨 
９月中旬：かなり高温 
９月下旬：低温、寡照、多雨（第５半旬） 

          ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 
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 育苗期の病害    
（病害虫防除所調べ） 

苗立枯病：発生量 少 
細菌病  ：発生量 並 
ばか苗病：発生量 少 【作柄・品質】(東北農政局) 

◎作況指数(R6.12.10 公表) 
( )内ふるい目 1.9mm 単収  

  県全体: 106 (569 kg/10a) 
    上流: 107 (592 kg/10a) 
    下流: 105 (564 kg/10a) 
    東部: 108 (525kg/10a) 
    北部: 108 (538 kg/10a) 
◎１等米比率(R6.12.31 現在) 
  粳：94.7％(前年同期：91.5％) 
  糯：68.1％(前年同期：59.8％) 

《品種別１等米比率(%)》 
   ひとめぼれ    94.3% 
   あきたこまち   92.4% 
   いわてっこ    91.6% 
  銀河のしずく  98.6% 
   金色の風      94.4% 
  ヒメノモチ   70.4% 

《主な落等理由:R6.10.31 現在》 
   粳： ①着 色 粒 68.5% 
     ②形 質 14.7 % 
     ③整粒不足  8.6% 
 

冬季間の降水量（降雪量） 少 
３～４月の総降水量  全県：並（75～121％） 

乾土効果予想：多 

 分げつ初・中期  
５月下～６月上旬(寡照） 

⇒ 分げつやや緩慢 
６月中旬（高温・多照） 

⇒ 分げつ促進 

 初期害虫    
（病害虫防除所調べ） 

イネミズゾウムシ 
発生量：並 

イネドロオイムシ 
発生量：並 

フタオビコヤガ 
発生量：第 2 世代 少 

第 3 世代 少 

 ｶﾒﾑｼ類   
（病害虫防除所調べ） 
発生時期： 

越冬世代 早 
第 1 世代 やや早 
第 2 世代 やや早 

本田発生ほ場率 
出穂期：多、収穫期：やや多 

 参考  (病害虫防除所調べ) 

【葉いもち】 
〔発生面積〕1,222ha〔被害面積〕 0 ha 
【穂いもち】 
〔発生面積〕3,645ha〔被害面積〕2,187 ha 
【紋枯病】 
〔発生面積〕32,806ha〔被害面積〕8,019 ha  
【ばか苗病】 
〔発生面積〕 611ha〔被害面積〕  0ha 
【稲こうじ病】 
〔発生面積〕2,187ha〔被害面積〕 729 ha 
【ごま葉枯病】 
〔発生面積〕8,991ha〔被害面積〕1,219 ha 

【ｶﾒﾑｼ類(斑点米)】 
 （病害虫防除所調べ） 
発生量：やや多 
斑点米：やや多 
〔発生面積〕17,656ha 
〔被害面積〕 9,887ha 

 活着  平年並 

５月中旬：並温・並照 
５月下旬：低温・寡照 

 分げつ盛期  
６月下旬：並温～高温・多照 
⇒６月中旬よりやや緩慢に 

幼形期～減分期 
7 月：高温・多照(一部寡照) 

栄養状態(幼形期) 
乾物重：並(102％) 
稲窒素濃度：やや高(+0.3) 
稲窒素吸収量：やや多
(117%) 

(+0.4)

栄養状態(6 月下旬)  
乾物重：大 (平年比 137％) 
稲窒素濃度：やや高(平年差 +0.3) 
稲窒素吸収量：多(平年比 138%) 
葉色値(SPAD)：並 (平年差 +1.5) 
土壌窒素：並 (平年差 0.2) 
 

 籾殻大きさ  
ひとめぼれ   95%（幅:99%×長:96%） 
銀河のしずく 94%（幅: 98%×長:96%） 
いわてっこ  92%（幅: 92%×長:100%） 
※数値は平年比 平年：H26-R5 の 10 か年平均値 

 出穂・開花  

出穂揃い良好 

【成熟期】  
出穂期   ：平年差 - 2 日 
成熟期   ：平年差 - 6 日 
登熟期間  ：平年差 - 6 日 
稈 長   ：平年差 +3.5cm 
穂 長   ：平年差 ±0 cm 
倒伏程度(1-5)：1.4（平年差+0.6) 
㎡穂数   ：平年比 103(99～105)% 
一穂籾数  ：平年比 102(97~109)% 
㎡ 籾 数  ：平年比 105(98～108)% 
精玄米重(1.9)：平年比 105(100～107)% 
登熟歩合   ：平年差 +1.3 ﾎﾟｲﾝﾄ      
不稔歩合  ：平年差 -1.0 ﾎﾟｲﾝﾄ 
屑米重歩合 ：平年差 -0.3 ﾎﾟｲﾝﾄ 
千粒重   ：平年比 100％ 
粒 厚   ：並 

 登 熟  
８月～９月上旬 
：高温・多照 

⇒登熟促進  
登熟歩合高 
粒長・粒幅：並 
粒 厚：並 

 栄養状態(穂揃期⇒成熟期)  
（農研・作況ほ・ひとめぼれ） 
乾物重： 
やや大(110%)⇒やや大(110%) 
稲窒素濃度： 
やや高(+0.22)⇒並(+0.09) 
稲窒素吸収量： 
多(133%)⇒多(122%) 
土壌窒素： 
やや少(-0.18)⇒ - 適正追肥  

いわてっこ、あきたこまち、ひとめぼれ：幼形期Ｎ１～２kg/10a 
→ただし生育が過剰な場合は減らし、生育が好適で高温継続が予

想される場合は、追肥時期を減分期とすることを検討。 
銀河のしずく(幼形期)、金色の風(減分期)： Ｎ１～２kg/10a 
→ただし生育が過剰な場合、葉色の褪色が遅い場合は減らす。 
 

 生育期の病害 
（病害虫防除所調べ） 

ばか苗病  ：発生量 やや多 
稲こうじ病：発生量 並 
ごま葉枯病：発生量 多 
 

【梅雨入り(6/23 頃、平年：6/15)→梅雨明け(8/2 頃、平年：7/28)】 

 
【成熟期】 
〔県全体〕9/ 8 
  平年差 -6 日 
北上川上流：9/ 9 
北上川下流：9/ 8 
東   部：9/ 4 
北   部：9/ 7 
 

移植期 分げつ期  減数分裂期 出穂期 成熟期 

 
【登熟期】 
〔登熟前半〕(8 月上中旬) 

高温・多照 
⇒登熟かなり進む 

〔登熟後半〕(8 月下・9 月上旬) 
高温・寡照→多照 
⇒登熟進む 

 
【播種期】 

〔県全体〕4/15 
  平年差－1 日 

北上川上流：4/18 
北上川下流：4/13 
東   部：4/15 
北   部：4/18 
 

 
【移植期】 
〔県全体〕5/16 

平年差－1 日 
北上川上流：5/19 
北上川下流：5/14 
東上川下部：5/15 
北上川下部：5/22 
 

 
【幼穂形成期】 
〔県全体〕7/ 9 
 平年差 -2 日 
【減数分裂期】 
〔県全体〕7/22  
 平年差  -1 日 
 

 
【出穂期】 
〔県全体〕 8/ 1 
 平年差  -3 日 
北上川上流：8/ 2 
北上川下流：8/ 1 
東   部：7/31 
北   部：7/30 
 

 
【最高分げつ期頃】 
〔7/10 調査〕 
草丈： 
 平年差 +1.7cm 
茎数： 
 平年比 106% 
葉齢： 
 平年差 +0.7 葉 
 

 
【分げつ盛期】 
〔6/25 調査〕 
草丈： 
 平年差 +4.0cm 
茎数： 
 平年比 120% 
葉齢： 
 平年差 +0.8 葉 
 

 
【分げつ初期】 
〔6/13 調査〕 
草丈： 
 平年差 +0.6cm 
茎数： 
 平年比 87% 
葉齢： 
 平年差 ±0 葉 
 

 
【刈取期】 
〔県全体〕  9/26 
  平年差  -7 日 
北上川上流： 9/28 
北上川下流： 9/26 
東   部： 9/25 
北   部： 9/26 
 

播種期 

※ 平均気温平年差（■：アメダス北上平年値（H3-R2）、□：直近５か年アメダス北上平均値） 

全般的にかなり高温、多照、少雨 

 割れ籾  
ひとめぼれ ：並～やや多 
銀河のしずく：並 
いわてっこ  ：少～並 

上旬は低温・寡照、以降は高温・多照 
６月上旬：低温、寡照（第１半旬） 
６月中旬：かなり高温、多照、少雨 
６月下旬：高温、多照 

 紋枯病  (病害虫防除所調べ） 

紋枯病:発生量 やや多 
・前年はやや多発生で伝染源量はやや多と推定 
・７月下旬および８月下旬の降雨により病勢が 
 進展した。 

 穂いもち  (病害虫防除所調べ） 

穂いもち：発生量 並（R5：やや少） 
・上位葉での発病はやや少 
・８月の高温多照で感染は抑制されたが、７ 
 月末、８月下旬の降雨で発生は助長された 

 

全般的に高温、上旬・下旬寡照 
７月上旬：高温、多雨寡照(第２半旬) 
７月中旬：高温、少雨 
７月下旬：高温、寡照（第６半旬） 

全般的にやや高温、少雨 
５月上旬：多照（第１半旬） 
     寡照（第２半旬） 
５月下旬：低温・寡照（第６半旬） 

全般的に高温で経過 
８月上旬：高温、多照 
８月下旬：高温、寡照・多雨（第６半旬） 

 次年度以降の対策     
◎ 気象変動下でも安定的な収量を確保するため、適正栽植密度・本数の確保 
◎ 登熟期間の高温が予想される場合には、生育量に基づき適期に追肥を実施することで稲体の栄養状態を

適正に維持し、玄米品質を確保 

 葉いもち（病害虫防除所調べ） 

葉いもち：発生量 少 
・８月上旬の発生ほ場率は平年よりやや低い 

（但し、一関、遠野で発生がみられた） 

（定期） （診断） （定期） （診断） （診断） （診断） （定期） （定期） （診断） 

（診断） 

（農研・作況ほ） 

（農研・作況ほ） 

※病害虫防除所の調査結果は、H26～R5 の 

10 か年平均値との比較 

（診断） 

浸種 

 浸種   
気温は高めで推移 

（水温は確保） 

 育苗   
草丈：長(+2.3cm)  
100 個体乾物重：やや重(111%) 
充実度：やや小(96%) 

 （診断） 

品質・食味関連成分  
（診断） 

玄米ﾀﾝﾊﾟｸ質：並（+0.1） 
玄米白度 ：並(+0.1) 
玄米品質：白未熟粒（乳

白粒、基部未熟粒、背腹

白粒）が発生 

（診断） 

別紙 

平
年
差(

℃) 

最高分げつ期 

幼穂形成期 

農業改良普及センター調べ 
 

（診断）：生育診断ほ（県内 18 地点）の調査 
平年値：R1-R5 の５か年平均値 

 調査区：ひとめぼれ 5 区、あきたこまち 5 区、
いわてっこ 9 区、銀河のしずく 5 区、金色
の風 2 区 

（定期）：市町村ごとの稲作進捗定期報告 
平年値：H26～R5 の 10 カ年平均値 
 

図 ７～９月の各気象要素の半旬別平年偏差（アメダス北上） 
■：アメダス平年（H3-R2）、□：直近５か年平均（R1-R5） 

※真夏日の日数（夏６～８月） 
盛 岡 43 日 平年+23 （R5：46 日） 
大船渡 25 日 平年+13.3（R5：39 日） 
宮 古 18 日 平年+5.8 （R5：37 日） 
 



補足資料（令和 6 年岩手県産水稲の生育経過の特徴と作柄・品質に影響した要因の解析） 
 
１ 気象経過 

図１ 気象経過図（アメダス北上） 
注）平年：令和元～令和５年の平均（作物平年値の統計年次と同年分の平均） 



２ 倒伏発生要因について 

 
 
 
表１ 節間長調査結果（ひとめぼれ：R6.5.15 移植） 

 
注）節間長は調査株の 1，3，5，7，9番目に長い稈を抽出し各節間の長さを計測したもの 

注）稈長は生育調査区における調査株の最も長い稈の長さを計測したものであり、各節間長の 

  和は稈長と一致しない 

注）節間の構成は、第Ⅰ節間（穂側）－第Ⅵ節間（基部側）となっている 

 

  
表２ 倒伏による収量構成要素及び玄米品質への影響（R6） 

 
注）生育診断予察ほ調査データ（各農業改良普及センター調べ）を倒伏程度区分別に平均した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

倒伏程度 精玄米重 屑米重歩合 千粒重 タンパク 検査等級
1.9㎜ 1.9㎜> 1.9㎜ ≧2.0㎜ 1.9㎜ ＜1.9㎜ 整粒 青未熟 含量

（kg/a） （％） （kg/a） （％） （％） （％） （％）（％） 水分15%
ひとめぼれ（≧2.5） 4.0 64.6 5.7 22.7 15.8 10.4 5.9 71.0 0.3 5.9 3.0
ひとめぼれ（<2.5） 0.6 53.3 4.9 22.5 13.4 11.8 5.2 75.6 0.5 5.8 2.3

粒厚別重量分布 構成粒比

(0-5) (1-9)
品種

（倒伏程度区分）

【摘要】 
・ 令和６年は第Ⅲ節間を含む下位節間が伸長し、稈長は平年より長かった 

・ 倒伏程度は稈長 80 ㎝付近から高まる傾向があり、令和６年は稈長が長く倒伏しやすい条件であった 

 

【考察】 

・ 稈長が伸長した要因 

 ① 平年より茎数が多く、節間伸長期の７月第２、６半旬に寡照であった（別紙概略図、補足資料 図１） 

   （下位節間の伸長をまねくとされる、株基部の日照不足条件が発生したこと） 

 ② 稲体の窒素吸収量が多く、生育量（乾物重）が大きかったこと（補足資料 図４～５） 
 
・ 倒伏が発生した要因 

 ① 稈長が長く倒伏しやすい条件であった（別紙概略図、補足資料 図２） 

 ② 紋枯れ病の発生程度が「やや多」であり、発病により挫折しやすくなっていた（別紙概略図） 

 ③ ８月下旬及び９月中下旬に強い降雨があり、稈に負荷がかかったこと（補足資料 図１） 

 

・ 倒伏の影響について 

  収量水準が高いほ場で倒伏程度が高かったが、玄米千粒重の低下はみられず、整粒歩合はやや低下したが70％

以上を確保しており、影響は低かったと推察される（補足資料 表２） 

 

図２ 稈長と倒伏程度の関係（ひとめぼれ） 
 

注）供試年次 

 ・H9～R5 ：標植 5/15 頃 

 ・H12～R5：早植 5/5 頃・晩植 5/25 頃 

 （一部年次はデータ欠損により除外） 

 倒伏程度は稈長 80 ㎝以上で高まる傾向があり、第Ⅲ節間以下が伸長し、稈長が長かった本年は
倒伏しやすい条件であった 



３ 登熟気温と玄米品質の関係 
 
 
  

 
 

 

表３ 県内各市の出穂時期と出穂後の気象（R6） 

 
 

 

表４ 登熟初期の気温と玄米品質の関係（R5・R6） 

 
 

 
 

始期 盛期 終期 始期∼ 盛期∼ (R5差) 終期∼ 始期∼ 盛期∼ (R5差) 終期∼ 始期∼ 盛期∼ (R5差) 終期∼
盛岡市 7/29 8/2 8/6 23.2 23.0 -1.1 22.8 26.7 26.6 -1.2 26.3 33.1 32.7 -1.5 31.6
北上市 7/30 8/2 8/5 23.9 23.9 -0.8 23.8 27.5 27.4 -0.6 27.3 33.9 33.7 0.2 33.2
奥州市 7/29 8/1 8/4 23.8 23.7 -0.8 23.9 27.8 27.7 -0.6 27.7 33.9 34.3 -0.4 33.4
一関市 7/26 7/29 8/2 23.7 23.8 -0.8 24.0 27.1 27.5 -0.7 27.4 31.8 33.5 -1.3 33.3

大船渡市 7/26 8/1 8/8 23.2 23.4 -1.2 23.5 26.1 26.1 -1.2 25.8 29.5 31.0 -0.5 30.1
宮古市 7/26 7/31 8/8 22.4 22.3 -1.7 22.3 24.6 24.5 -2.8 24.5 28.3 28.7 -4.2 27.2
久慈市 7/25 7/30 8/8 22.0 21.9 -0.6 21.6 24.7 24.6 -1.9 24.4 29.1 30.2 -2.9 27.3
二戸市 7/27 7/29 8/1 21.7 21.4 -0.9 21.3 24.8 24.6 -1.5 24.5 30.3 30.8 -2.8 30.3

注) 始期、盛期、終期:各市10%、50％、90%の水田が出穂期に達した日（各農業改良普及センター調べ）

市町村名
出穂期 出穂後20日間平均 出穂後10日間平均

（月/日） 最低気温（℃） 平均気温（℃） 最高気温（℃）

10日間
いわてっこ 22.1 26.0 31.3 32.5 67.8 3.1 16.4 9.2 4.2 3.0 10.0
あきたこまち 23.3 26.8 31.7 32.8 37.4 2.3 42.8 20.2 14.2 8.4 10.4
銀河のしずく 23.4 27.2 32.4 33.4 42.8 1.2 40.3 19.1 11.9 9.3 10.0
ひとめぼれ 24.3 27.9 33.2 33.8 60.5 2.1 22.5 9.1 11.3 2.1 10.8
金色の風 24.6 28.3 34.1 35.0 50.9 5.2 33.0 15.4 13.8 3.9 6.5
全体 23.4 27.1 32.3 33.3 54.1 2.4 28.9 13.6 10.2 5.1 10.0
いわてっこ 21.6 24.7 29.2 29.8 75.1 2.3 8.1 4.6 1.9 1.5 11.1
あきたこまち 22.6 25.7 30.1 30.4 58.1 3.7 25.6 10.4 10.4 4.8 9.3
銀河のしずく 22.9 26.1 30.8 31.0 61.7 2.3 21.4 8.7 9.2 3.5 9.0
ひとめぼれ 23.4 27.0 32.3 33.0 73.3 1.2 15.0 6.2 7.3 1.5 6.9
金色の風 23.9 27.6 33.2 33.4 69.0 1.6 16.0 6.9 7.2 2.0 9.1
全体 22.7 26.0 30.8 31.2 68.0 2.2 16.6 7.1 6.9 2.6 9.1
いわてっこ -0.5 -1.3 -2.1 -2.6 7.4 -0.8 -8.3 -4.6 -2.2 -1.5 1.1
あきたこまち -0.7 -1.1 -1.6 -2.4 20.8 1.4 -17.2 -9.8 -3.8 -3.6 -1.1
銀河のしずく -0.6 -1.0 -1.6 -2.4 18.9 1.1 -18.8 -10.4 -2.6 -5.8 -1.0
ひとめぼれ -1.0 -0.9 -0.9 -0.8 12.8 -1.0 -7.5 -2.9 -4.0 -0.6 -3.9
金色の風 -0.7 -0.8 -0.8 -1.6 18.1 -3.6 -17.1 -8.5 -6.6 -2.0 2.6
全体 -0.7 -1.1 -1.5 -2.1 13.9 -0.2 -12.3 -6.5 -3.3 -2.5 -0.9

70.5 3.6 10.5 4.9 3.7 1.8 10.5
72.6 2.6 10.5 4.6 2.5 3.4 9.6

腹背白基部

構　成　粒　比（％）
その他未熟乳白最低 最高

ひとめぼれ

白未熟粒
計

R5

R6

銀河のしずく作況ほ平年（5/15頃移植：R1～R5）

調査年 品種
気温（℃：出穂盛期～20日間平均）

平均

差
（R6-R5）

胴割粒整　粒

【摘要】 
・ 出穂後 20 日間の平均最低気温は白未熟粒の発生が増加するとされる 23℃を上回り、発生率は平年より高かった 

・ 出穂後 10 日間の平均最高気温は胴割粒の発生が増加するとされる 30℃を上回ったが、発生率は平年並となった 

・ 出穂後は、白未熟粒や胴割粒が増加するとされる高温条件の地点が多かったが（特に県央以南や沿岸南部）、令和

５年より高温の程度は低かった 

・ 生育診断予察ほでは、令和５年と比較して白未熟粒率は低下し、整粒率が向上した 

図３ 白未熟粒（上段）及び胴割粒（下段）の発生率の年次推移（作況ほ） 
注）作況・ひとめぼれ・標植（5/15 前後移植）、平年値は直近５年（R1～R５）の平均値 

 出穂後は高温で経過したため白未熟粒の発生は平年より高かった。なお、令和５年と比較して、白
未熟粒の発生率は低下し、整粒歩合が高まっており、これは登熟初期の温度が昨年より低かったことに
よると推察される 

注）生育診断予察ほの玄米品質データ（各農業改良普及センター調べ）及び気象データ（近隣のアメダス値）を品種ごと
に平均した 

注）始期、盛期、終期:各市 10%、50％、90%の水田が出穂期に達した日（各農業改良普及センター調べ） 
注）各気象要素は、各市のアメダスデータを用いた 



４ 栄養条件と登熟 
  

 

 

 
 
５ 追肥時期と玄米品質（単年度データのため参考） 
  
 
 

  
 
 
 
 

 

【摘要】 
・ 地上部乾物重は成熟期（平年比 110％）まで平年を上回って推移した 

・ 稲体窒素吸収量は最高分げつ期前（6/25：平年比 117％）から成熟期（122％）まで平年を大きく上回って推移した 

・ 土壌窒素濃度は平年をやや下回って推移した 

・ 稲体窒素濃度は 7 月 15 日（平年差+0.03）から成熟期（+0.09）まで平年をやや上回って推移した 

【摘要】 
・ 無追肥と比較し、追肥をした場合は整粒歩合が高まり、白未熟粒の発生が低下する傾向がみられた 

・ この傾向は、幼穂形成期の追肥より、後期の追肥（減数分裂期、穂揃い期）の方が大きかった 

図４ 地上部乾物重と稲体窒素吸収量の推移 
 （作況ひとめぼれ、R6.5.15 及び R5.5.15 移植） 

注）基肥 N6kg＋幼形期追肥 N2kg、平年：R1-R5 の平均値 

図５ 土壌中窒素含有量と稲体窒素濃度の推移 
（作況ひとめぼれ、R6.5.15 及び R5.5.15 移植） 

注）基肥 N6kg＋幼形期追肥 N2kg、平年：R1-R5 の平均値 

図６ 【参考】追肥時期の違いによると整粒及び白未熟粒の発生程度の差異 
（作況：銀河のしずく・ひとめぼれ、R6.5.15 移植） 

注）基肥：N6kg、追肥：幼形期追肥、減数分裂期、穂揃い期のいずれかに N2 ㎏ 

 稲体の窒素吸収量は平年を大きく上回り、登熟にも効果的に利用されたと推察された 

 登熟期の栄養状態を良好に保つことで、白未熟粒等の発生を低減させ整粒率を向上させる傾向が
みられた（追肥を遅らせることを推奨するものではない） 


